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所長（第35代）

青山 卓史
AOYAMA Takashi

化学研究所（化研）は、京都大学で最初の附置研究所として1926年に設立されました。以来、その設立理念
「化学に関する特殊事項の学理および応用の研究を掌る」を堅持しつつ、化学を中心に物理から生物、情報学に

及ぶ広い分野を取り込みながら、基礎科学に重点を置く先駆的・横断的研究を進めてきました。現在、専任教員
約90名からなる30研究領域が、物質創製化学、材料機能化学、生体機能化学、環境物質化学、複合基盤化学の5
研究系と先端ビームナノ科学、元素科学国際研究、バイオインフォマティクスの3附属センターに組織されて、
多彩な研究を展開しています。教育面においては、それぞれの研究領域が本学の理学、工学、農学、薬学、医学、
情報学の6研究科11専攻に所属し、留学生約60名を含む大学院生約200名の研究指導を行うとともに、学部教
育や全学共通教育にも貢献しています。

化研では、化学関連分野を深耕する国際的ハブとなる「国際共同利用・共同研究拠点」（化学関連分野の深化・
連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点：平成30年度文部科学省認定）や「オンサイトラボラトリー」

（京都大学上海ラボ：令和元年度京都大学認定）などの活動を通じて、国際共同研究の一層の促進、国際学術ネ
ットワークの充実、国際的視野をもつ若手研究者の育成に取り組んでいます。国内および学内においては、大
学間連携事業「統合物質創製化学研究推進機構」、次世代加速器研究における理研との連携、京都大学研究連携
基盤のもとで展開される「未踏科学研究ユニット」（持続可能社会創造ユニット）などにも参画しています。令
和3年度には「京都大学スピントロニクス学術連携研究教育センター」を設置し、スピントロニクスを核とした
異分野横断型の国際的学術連携ネットワークの構築を目指しています。

本年度は、国立大学法人としての第4期、および国際共同利用・共同研究拠点としての第2期の初年度となり
ます。これまでに培った国内外の連携ネットワークを基盤として、個々の研究の先鋭化、横断的研究の融合、創
造的新分野の開拓を加速させるスタートの年と位置付けます。一方、化研のさらなる発展のためには避けて通
れない課題である、女性教員比率の向上、次世代若手研究者の育成、時宜に応じた組織再編の検討については
逸早く取り組まなければなりません。中長期的目標を議論しつつ、現行体制とのバランスを図りながら、着実
に歩みを進める1年にしたいと考えています。

我々を取り巻く世界は今まさに転換期を迎えており、経済成長は地球温暖化や社会的格差の拡大などの様々
な問題を顕在化させています。新型コロナウイルス感染症では多くの方が亡くなり、社会全体が深刻なダメー
ジを負いました。これらの問題を克服し、持続的発展へと繋げるために、科学・技術は最も頼るべき存在として、
確かな希望の光であり続けなければなりません。化研では、化学分野を中心とした先駆的・横断的研究を通じて、
学理の探求のみならず社会の持続的発展に資するよう、梶弘典、栗原達夫の両副所長、小野輝男国際共同研究ス
テーション長をはじめ教職員全員の力を結集して挑戦を続けていきます。科学・技術の最先端を切り拓く化研
からの情報発信にご注目いただくとともに、今後とも皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。
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2022 第2期「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際
グローバル研究拠点」が活動開始
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化学関連分野の深化・連携を基軸とする
先端・学際グローバル研究拠点形成

部局責任者 青山 卓史　期間 令和4～9年度

化学研究所の国際共同利用・共同研究拠点（化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点）としてのプロジェクト
→詳細はP8

ミッション実現加速化経費

主な研究プロジェクト  令和4年5月現在

科学研究費助成事業  ｰ科研費ｰ

部局責任者 島川 祐一　期間 令和4～9年度
4大学が連携し、新規物質創製を統括的に研究する新国際研究拠点を設立する。戦略的
なガバナンスの下、産官学連携や国際連携を通じて、研究成果を新学術や産業創出にまで
発展させる他、大学の垣根を越えた活動によって次世代のリーダー研究者を育成する。

化研の参画研究領域 元素科学国際研究センター

学際統合物質科学研究機構の設立
名古屋大学物質科学国際研究センター、北海道大学触媒科学研究所、
九州大学先導物質化学研究所との共同プロジェクト

部局責任者 小野 輝男　期間 令和4～9年度
5大学のスピントロニクス学術連携研究教育センターが連携することで世界をリードす
るネットワークを構築し、異分野横断型の新しい科学技術を創造し、新産業創造と現産
業強化、省エネルギー・環境調和型社会の実現に貢献するとともに、創造性にあふれ世
界と戦えかつ協調できる次世代の研究者・技術者を育成する。

化研の参画研究領域 材料機能化学研究系

「スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク」
拠点の整備
東京大学、慶應義塾大学、東北大学、大阪大学との共同プロジェクト

◆ 特別推進研究
特異な電子状態を持つ固体結晶やナノスケールで構造制御したナノ物質を創製できる物質科学と精緻な超高速
レーザー分光技術を融合し、新しいフォトニクスの基盤技術としての強電場光科学の開拓と展開を行う。

研究代表者 金光 義彦　期間 令和元～5年度
ナノ物質科学と強電場非線形光学の融合による
フォトニクスの新展開

我々が合成・単離に成功したフェニルアニオンの高周期14族元素類縁体は、かさ高い置換基をもたなくとも分
子間の電荷反発により自己多量化を防ぐことができる。この安定化の概念を拡張し、種々の誘導体を構築する
とともに、性質、反応性を解明し重い元素を含む新規共役系分子創出への応用を目指す。

研究代表者 時任 宣博　期間 令和元～5年度重いアリールアニオンが拓く
新しい典型元素化学と材料化学

現在のプラスチック材料は線状の構造を持つ高分子鎖が相互に絡み合うことで機能を発現している。それに対
し、本研究では、分岐を多数持つ超分岐高分子を用い、絡み合いの代わりに多数ある高分子末端の相互作用を用
いる、新たなプラスチック材料の開発を行う。これにより、プラスチック材料の高機能化に加え、廃棄プラスチック
問題解決の基礎を築く。

研究代表者 山子　 茂　期間 令和3～7年度構造が制御された超分岐高分子を基盤とする
次世代高分子材料の開発

◆ 学術変革領域研究(A)
動的エキシトン解析に基づく材料設計とその応用 有機分子の励起子(エキシトン)に対する基礎科学の確立は、広く自然界の現象を理解するために重要である。

本研究では、特に「動的」効果に着目することにより有機励起子の挙動の理解を深化させ、「動的」エキシトンの
学理を構築する。また、その学理を基盤とし、新規高特性材料の設計とそのデバイス応用を図る。

研究代表者 梶　 弘典　期間 令和2～6年度

● その他の科学研究費助成事業
新学術領域研究（研究領域提案型）
学術変革領域研究（A）
学術変革領域研究（B）
基盤研究（A）

2件
2件
2件
12件

基盤研究(B)
基盤研究（C）
挑戦的研究（開拓）
挑戦的研究（萌芽）

18件
14件
5件
5件

若手研究
研究活動スタート支援
特別研究員奨励費
研究成果公開促進費（データベース）

17件
2件
17件
1件

pブロック元素の導入や低酸化還元電位金属との元素置換による合金化により電子構造を大きく変調した新
金属相ナノ粒子群、部分元素置換により結晶構造・電子構造を部分変調したヘテロ構造ナノ粒子群を創製し、
「基底電子構造変調」という新しい概念に根ざした『ナノ元素置換科学』という新しい物質科学を開拓する。

研究代表者 寺西 利治　期間 令和元～5年度ナノ元素置換科学：
ナノ結晶相の構造変換と新奇機能開拓

◆ 基盤研究(S)

フェリ磁性スピントロニクスの
学理構築とデバイス展開 フェリ磁性体は、2種類の磁気モーメントが反平行に結合しながらも正味の磁化を有する物質である。研究代表

者らは、フェリ磁性GdFeCo合金が「磁化を持つ反強磁性体として振る舞う」ことを最近見いだした。本研究では、
フェリ磁性体の「磁化を持つ反強磁性体」としての振る舞いの普遍性と多様性を明らかにし、「フェリ磁性スピン
トロニクス」という新しい学理を構築し、デバイス応用へ展開する。

研究代表者 小野 輝男　期間 令和2～6年度



◆ NEDOグリーンイノベーション基金事業
既存の技術では太陽電池が設置できなかった場所（耐加重の小さい工場屋根やビル壁面など）にも太陽電池を導入
するために、企業とも協力して軽量・フレキシブルで高性能なペロブスカイト太陽電池の実用化を目指す。

実施責任者 若宮 淳志　期間 令和3～7年度

設置自由度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発

最先端の科学計測機器の全国的な共用を通して様々な材料の研究開発の支援を行うとともに、設備共用に伴って創
出されるマテリアルデータの収集・蓄積・利活用を推進することで、マテリアル革新力の強化に貢献する。

部局責任者 倉田 博基　期間 令和3～12年度◆ 文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ事業
マルチマテリアル化技術・次世代高分子マテリアル領域

令和4年5月現在その他の受託研究など

事業名 研究課題 研究者 期間

文部科学省 先端研究基盤共用促進事業 パワーレーザーDXプラットフォーム 時田　茂樹 令和4年度

日本学術振興会
（JSPS）

研究拠点形成事業
（A.先端拠点形成型)

合成とデバイスの真の融合による基礎有機デバイス化学国際研究
拠点 山子　　茂 令和4〜5年度

研究拠点形成事業
（B.アジア・アフリカ学術基盤形成型) 次世代ケミカルバイオロジーアジア拠点 上杉　志成 令和4〜6年度

科学技術振興機構
（JST）

ライフサイエンスデータベース統合推進
事業（統合化推進プログラム） ヒトゲノム・病原体ゲノムと疾患・医薬品をつなぐ統合データベース 金久　　實 令和4〜5年度

戦略的創造研究推進事業  チーム型研究
（CREST）

細胞外微粒子の細胞内運命の解析と制御 二木　史朗 平成30～令和5年度

原子層・結晶相自在配列による未踏ナノ物質群の創出 寺西　利治 令和3〜8年度

超低摩擦潤滑系ポリマーブラシの動的挙動と摩耗機構の解明 辻井　敬亘 令和3〜8年度

3次元磁気メモリの開発 小野　輝男 令和3〜8年度

金属配列による電子伝達ネットワーク形成と触媒機能開拓 大木　靖弘 令和3〜8年度

未踏ナノ物質群の光物性・光機能開拓 金光　義彦 令和3〜8年度

走査型ＣＴ用マルチビーム光学系の開発 小川　絋樹 令和2〜4年度

戦略的創造研究推進事業  個人型研究
（さきがけ）

電子制御型有機触媒の創製 大宮　寛久 令和元〜4年度

らせん状π共役分子の自在配列によるキラル分子機能の創出 廣瀬　崇至 令和2〜5年度

反強磁性薄膜を用いたスピン超流動デバイスの創出 森山　貴広 令和2〜5年度

表面弾性波を用いたオプトスピンメカニクス 久富　隆佑 令和2〜5年度

古典ー量子をつなぐNV量子スピントロニクスの基盤技術の開発 森下　弘樹 令和3〜6年度

未来社会創造事業
微小角入射散乱の４D解析による接着界面における接着過程の解明 竹中　幹人 平成30～令和6年度

SnからなるPbフリーペロブスカイト太陽電池の開発 若宮　淳志 令和4〜8年度

研究成果展開事業　研究成果最適展開
支援プログラム(A-STEP)
産学共同（本格型）

濃厚ポリマーブラシ(CPB)付与による高性能摺動部品の開発と
装置への応用 辻井　敬亘 令和2〜4年度

研究成果展開事業　研究成果最適展開
支援プログラム(A-STEP)
産学共同（育成型）

ナノ粒子を用いた屈曲可能な塗布型透明導電性シートの開発 坂本　雅典 令和2〜4年度

研究成果展開事業　産学共創プラット
フォーム共同研究推進プログラム

（OPERA）
ワイドギャップ半導体を用いた高感度センサ研究開発 水落　憲和 平成30～令和4年度

創発的研究支援

赤外光をエネルギーに変える透明太陽電池の開発 坂本　雅典 令和3〜5年度

ナノ結晶の自己集積化による構造特異的反応場の構築 猿山　雅亮 令和4〜5年度

全共役型環状高分子の化学の開拓 茅原　栄一 令和4〜5年度

光・量子飛躍フラッグシッププログラム
（Q-LEAP)

固体量子センサの高度制御による革新的センサシステムの創出 水落　憲和 平成30～令和9年度

生体ナノ量子センサ 水落　憲和 令和2〜11年度

先端ビームによる微細構造物形成過程解明のためのオペランド計測 橋田　昌樹 平成30～令和9年度

日本医療研究開発
機構（AMED） 創薬基盤推進研究事業 Staple核酸を利用した新規核酸医薬機序開拓 佐藤　慎一 令和3〜5年度

新エネルギー・産業
技術総合開発機構

（NEDO)

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共
通課題解決型産学官連携研究開発事業 未踏合金カソード触媒の創製 寺西　利治 令和2〜4年度

太陽光発電主力電源化推進技術開発 フィルム型超軽量モジュール太陽電池の開発 若宮　淳志 令和2〜4年度

NEDO先導研究プログラム／未踏チャレ
ンジ2050 高次機能の実現を目指すナノ材料の精密制御手法の開発 高畑　　遼 令和3〜4年度

官民による若手研究者発掘支援事業
産業用フェムト秒レーザーの開発 時田　茂樹 令和4年度

輻射を対象とした次世代熱制御材料の研究開発 坂本　雅典 令和4年度



◆ NEDOグリーンイノベーション基金事業
既存の技術では太陽電池が設置できなかった場所（耐加重の小さい工場屋根やビル壁面など）にも太陽電池を導入
するために、企業とも協力して軽量・フレキシブルで高性能なペロブスカイト太陽電池の実用化を目指す。

実施責任者 若宮 淳志　期間 令和3～7年度

設置自由度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発

最先端の科学計測機器の全国的な共用を通して様々な材料の研究開発の支援を行うとともに、設備共用に伴って創
出されるマテリアルデータの収集・蓄積・利活用を推進することで、マテリアル革新力の強化に貢献する。

部局責任者 倉田 博基　期間 令和3～12年度◆ 文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ事業
マルチマテリアル化技術・次世代高分子マテリアル領域

令和4年5月現在その他の受託研究など

〈 令和3年度 経費内訳 〉
寄附金
1%

その他
補助金
1%

運営費交付金
人件費・物件費

64%

科研費
19%

産学連携等
研究費
15%

（単位：千円）

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

1,334,235

1,329,099

1,350,382

1,314,938

1,339,177

956,624

943,980

1,097,947

954,627

1,037,906

579,600

468,700

565,600

629,078

707,300

538,481

542,294

464,769

592,839

565,269

23,230

27,366

31,251

32,472

10,912

71,400

89,665

84,003

53,595

47,707

3,503,570

3,401,104

3,593,952

3,577,549

3,708,271

人件費
(運営費交付金)

物件費
(運営費交付金) 科研費 産学連携等

研究費
その他
補助金 寄附金 合計

研究費推移

令和4年6月1日現在

（単位：千円）

令和3年度

件数 受入金額 件数 受入金額

令和4年度

科学研究費助成事業―科研費―

令和4年6月1日現在

（単位：千円）

ミッション実現加速化経費

二国間交流事業（JSPS）

研究拠点形成事業（JSPS）

国立大学改革強化推進補助金

官民による若手研究者発掘
支援事業費助成金（NEDO）

受託研究

共同研究

寄附金

133,281

0

5,760

5,152

0

472,835

92,434

47,707

135,105

2,375

19,630

0

16,999
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26,401
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2

0

1

1

0
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36

件数 受入金額

3

1
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2
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件数 受入金額

令和4年度

その他研究資金

特別推進研究

新学術領域研究（研究領域提案型）
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基盤研究(S)

基盤研究(A)

基盤研究(B)

基盤研究(C)

挑戦的研究（開拓）

挑戦的研究（萌芽）

若手研究

研究活動スタート支援

特別研究員奨励費

特別研究員奨励費（外国人）

成果公開促進費（データベース）

合計
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134,500
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104,800
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25,500
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1

5

3
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6
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4
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2

1
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1

2

3

2

4

12
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5

5

17

2

16

1

1

103

京都大学他部局との連携  令和4年5月現在

● 京都大学白眉センター 次世代研究者育成支援事業「白眉プロジェクト」

ナノ構造半導体と量子協力効果を利用した散逸エネルギー再利用システムの開発

研究課題

田原 弘量

特定准教授

金光 義彦

受入研究者

● 京都大学研究連携基盤 持続可能社会創造ユニット
長谷川 健ユニット長 中村 正治運営ディレクター

● 京都大学研究連携基盤 未来を切り拓く量子情報ユニット
　［化研の参画メンバー］ 水落 憲和

● 京都大学学際融合教育研究推進センター 統合複雑系科学国際研究ユニット
　［化研の参画メンバー］ 馬見塚 拓
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136
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期間：第Ⅱ期 2022－2027年度

化学研究所（以下、化研と略します）は、平成22年度から、「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際研究拠点」（平成28年度から第2期）として国
内外の共同利用・共同研究をこれまで以上に推し進め、それを新たな糧としてより多様でグローバルな化学研究の展開と若手研究者の輩出を図って参りま
した。このようなグローバルな拠点活動が評価され、化研は、平成30年11月13日文部科学大臣から国際共同利用・共同研究拠点に認定され、「化学関連分野
の深化・連携を基軸とする先端・学際グローバル研究拠点」として活動を行ってきました。昨年度までの活発な活動が評価され、国際共同利用・共同研究拠点
として今年度再認定されました。国際共同利用・共同研究拠点活動として、拠点にて基本テーマを設定した計画研究型の課題（分野選択型研究課題）、化学関
連分野の研究者各位から自由にご提案いただく課題（課題提案型研究課題）、化研の施設・機器の利用に重点を置く課題（施設・機器利用型研究課題）、化研を
核とする連携・融合促進に特化した課題（連携・融合促進型研究課題）、を公募しています。今年度からは、分野選択型研究課題に、基幹5分野（ビーム科学分
野、元素科学分野、バイオ情報学分野、物質合成分野、現象解析分野）に加え、特定分野「量子情報・スピントロニクス分野」が新たなテーマとして加わりまし
た。今年度は、国外研究機関に所属する研究者を研究協力者とする「国際共同利用・共同研究」63件を含めて136件の課題を採択し、共同利用・共同研究を推
進しています。世界的な新型コロナウイルス感染症拡大のため、従来のような国際・国内共同研究を推進できない状況が未だ続いておりますが、拠点ではリ
モート実験環境整備やハイブリッド会議システム導入など、研究・教育環境整備に取り組んでおります。今後とも、国際的ハブ機能を活用し、国際共同利用・
共同研究の一層の促進、国際学術ネットワークの充実、国際的・先進的視野をもつ若手研究者の育成に取り組むことで、化学を中心とする研究分野の深化と
国際的な境界学術分野の新規開拓を推進して参ります。皆様にはさらなるご支援・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

国際共同研究ステーション長　小野 輝男
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工学研究科
農学研究科
エネルギー科学研究科
環境安全保健機構
産官学連携本部
学生総合支援機構



・ 集束イオンビーム加工観察システム
・ 有機デバイス作製装置
・ 小型高周波誘導加熱装置
・ インクジェット塗工装置



・ 集束イオンビーム加工観察システム
・ 有機デバイス作製装置
・ 小型高周波誘導加熱装置
・ インクジェット塗工装置



※薬学研究科博士課程の上段は博士課程（4年制）

学生数　令和4年5月1日現在 外国人留学生出身国　令和4年5月1日現在

■ 主な就職先

■ 主な進学先

【 企業・大学・研究機関など 】
アイリスオーヤマ、アクセンチュア、アストラゼネカ、アステラス製薬、出光興産、ヴィックスコミュニケーションズ、ウエスタンデジタル、
エプソン、大阪ケミカル、花王、キオクシア、キャロットソフトウェア、京都電子工業、クラレ、KMバイオロジクス、交洋ファインケミカル、
国際石油開発帝石、サカタインクス、三洋化成工業、シスメックス、十全化学、住友電気工業、スミダ電機、住友化学、住友ゴム、積水化
学工業、Sennics、ダイセル、宝ホールディングス、高砂香料工業、中外製薬、中部電力、DIC、東京応化工業、東ソー、日本水産、日本ア
ムスコ、日本エア・リキード、野村証券、Vermax、パナソニック、東日本旅客鉄道、HUAWEI、福井村田製作所、富士フイルム、富士フイ
ルムビジネスイノベーション、フューチャー、ブラザー工業、ポリプラスチックス、松本油脂製薬、三井化学、三菱総合研究所、三菱重工
業、三菱マテリアル、村田製作所、ラック、大阪市 ほか

京都大学、スイス連邦工科大学、東京大学 ほか

【 企業 】
アクセンチュア、ウェスタンデジタル、LG化学、キオクシア、協和キリン、
クレハ、JSR、シスメックス、信越化学、Taiwan Semiconductor 
Manufacturing Company、TDK、東京エレクトロン、東レリサーチ、
日本特殊塗料、日本ベーリンガーインゲルハイム、三井化学、横浜ゴム 
ほか

【 国内： 大学・研究機関など 】
京都大学、高知工科大学、東京大学、鳥取大学、名古屋大学、大阪
健康安全基盤研究所、大阪産業技術研究所、農研機構、理化学
研究所 ほか

令和3年度 修士課程修了者数　令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和3年 学位（博士）取得者数　令和3年1月1日～令和3年12月31日

博士
（理学）

博士
（工学）

博士
（農学）

博士
（薬学）

博士
（医学）

博士
（情報学） 合計

11 3 1 5 1 1 22

理学
研究科

工学
研究科

農学
研究科

薬学
研究科

医学
研究科

情報学
研究科 合計

26 14 6 5 3 1 55

研究科 課程

理学研究科
修士 45
博士 36

工学研究科
修士 49
博士 18

農学研究科
修士 7
博士 4

薬学研究科
修士 8
博士 1
博士 8

医学研究科
修士 5
博士 5

情報学研究科
修士 0
博士 9

小計
修士 114
博士 81

合計 195

研究科 課程
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計

理学研究科
修士 8 8
博士 1 1 1 12 1 16

工学研究科
修士 9 9
博士 1 1 7 9

農学研究科
修士 1 1
博士 1 2 3

薬学研究科
修士 0
博士 1 1

医学研究科
修士 2 1 1 4
博士 1 1 1 3

情報学研究科
修士 0
博士 5 5

小計
修士 0 0 0 0 1 0 0 19 0 1 1 22
博士 1 1 1 1 1 1 2 27 1 1 0 37

合計 1 1 1 1 2 1 2 46 1 2 1 59



※薬学研究科博士課程の上段は博士課程（4年制）

学生数　令和4年5月1日現在 外国人留学生出身国　令和4年5月1日現在

■ 主な就職先

■ 主な進学先

【 企業・大学・研究機関など 】
アイリスオーヤマ、アクセンチュア、アストラゼネカ、アステラス製薬、出光興産、ヴィックスコミュニケーションズ、ウエスタンデジタル、
エプソン、大阪ケミカル、花王、キオクシア、キャロットソフトウェア、京都電子工業、クラレ、KMバイオロジクス、交洋ファインケミカル、
国際石油開発帝石、サカタインクス、三洋化成工業、シスメックス、十全化学、住友電気工業、スミダ電機、住友化学、住友ゴム、積水化
学工業、Sennics、ダイセル、宝ホールディングス、高砂香料工業、中外製薬、中部電力、DIC、東京応化工業、東ソー、日本水産、日本ア
ムスコ、日本エア・リキード、野村証券、Vermax、パナソニック、東日本旅客鉄道、HUAWEI、福井村田製作所、富士フイルム、富士フイ
ルムビジネスイノベーション、フューチャー、ブラザー工業、ポリプラスチックス、松本油脂製薬、三井化学、三菱総合研究所、三菱重工
業、三菱マテリアル、村田製作所、ラック、大阪市 ほか

京都大学、スイス連邦工科大学、東京大学 ほか

【 企業 】
アクセンチュア、ウェスタンデジタル、LG化学、キオクシア、協和キリン、
クレハ、JSR、シスメックス、信越化学、Taiwan Semiconductor 
Manufacturing Company、TDK、東京エレクトロン、東レリサーチ、
日本特殊塗料、日本ベーリンガーインゲルハイム、三井化学、横浜ゴム 
ほか

【 国内： 大学・研究機関など 】
京都大学、高知工科大学、東京大学、鳥取大学、名古屋大学、大阪
健康安全基盤研究所、大阪産業技術研究所、農研機構、理化学
研究所 ほか

令和3年度 修士課程修了者数　令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和3年 学位（博士）取得者数　令和3年1月1日～令和3年12月31日

【 国内： 企業・大学・研究機関など 】
NTT、スミダ電機株式会社、日本電気ガラス、ファーマフーズ、大阪府立大学、九州大学、京都大学、東京大学、兵庫県立大学、産業技術総合
研究所、農業・食品産業技術総合研究機構、量子科学技術研究開発機構 ほか

【 国外： 企業・大学・研究機関など 】
Institute of High Energy Physics（中国）、国立台湾大学（台湾）、スイス連邦工科大学（スイス）、Pohang University（韓国）、Max 
Planck Institute for Solid State Research（ドイツ）、University of Glasgow（英国）、Universität Hamburg（ドイツ） ほか

■ 主な就職先
【企業・大学・研究機関など】
日本コーンスターチ、京都大学 ほか

■ 主な進学先
京都大学 ほか

- 新入大学院生等
オリエンテーション

- 碧水会 春季スポーツ大会(中止)

- 新入大学院生等のための
安全衛生教育

4月

5月

6月

7月

10月

9月

12月

2月

- 碧水会 秋季スポーツ大会

- 大学院生研究発表会

- 第29回公開講演会
（宇治キャンパス公開2022特別講演会）

- 第122回化学研究所 研究発表会
- 第27回「京大化研奨励賞」および
「京大化研学生研究賞」発表

令和4年度  年間行事予定

- 碧水会 同窓会・涼飲会
※碧水会同窓会定期役員会は新型コロナウイルス
　感染症の影響を鑑み、オンラインと現地の併用
　開催とする

研究員（PD含む）・研究生・研修員の主な就職先・進路　主な就職先など進路一覧（過去2年分） 
研究員（PD含む）の主な就職先

研究者内訳（教職員・学生をのぞく）

毎年12月頃に開催され、令和4年で122回を
数えます。所内の研究者たちが最新の研究成
果を発表し、意見交換をする場として活発な
討論が行われます。口頭発表とポスター発表
があり、多くの若手研究者や大学院生が参加
します。京大化研奨励賞なども発表されます。

研究者数　令和4年5月1日現在

研究員
（PD含む）
27名

研究員数※

45名

※外国人研究員含む

民間等共同研究員
（受託研究員含む）

18名

外国人
共同研究者
5名

研究生・
研修員等
7名



34カ国、合計326人

外国人来訪者   過去5年の累計来訪者数（外国人共同研究者・招へい外国人学者・留学生は除く）

クロアチア
1 イスラエル

1

ギリシャ
1

ブルネイ
1

韓国
15

オーストラリア
12 ニュージーランド

1

アメリカ
35

台湾
27

フランス
31 

ドイツ
37

イギリス
24

中国
50

ルーマニア
3

フィリピン
7

タイ
13

インド
10オーストリア

1

アイルランド
2

シンガポール
7マレーシア

2

カナダ
5

スイス
3

ノルウェー
1

チェコ
3

スウェーデン
1

イタリア
2

ベトナム
3

モンゴル
6

メキシコ　
2

10 150

フィンランド
2

ポーランド
2

ハンガリー
7

スペイン
8

令和元年7月14～17日（京都）
19th Annual International Workshop on 
Bioinformatics and Systems Biology

令和元年7月18日（京都）
The 1st Germany‒Japan‒China Joint 
Workshop on Extremely Large π-Systems

令和元年9月1日（モンゴル）
KAPLAT Talent-Spot 2019 Ulaanbaatar

令和元年9月17～20日（京都）
The 8th Japanese-Sino Symposium on 
Organic Chemistry for Young Scientists

令和元年9月29日～10月2日（京都）
26th International Workshop on Oxide 
Electronics

令和元年10月7日（東京）
JST CREST International Workshop New 
Developments toward Wearable Photonics: 
From Materials to Devices

令和元年10月14日（中国）
Shanghai-Kyoto Chemistry Forum 2019

令和元年12月9～11日（オーストラリア）
Joint GIW/ABACBS-2019 Bioinformatics 
Conference

令和2年1月8～10日（中国）
The 15th International Workshop for East Asian Young
Rheologists (IWEAYR-15)

令和2年1月19～22日（京都）
2020 10th International Conference on Bioscience,
Biochemistry and Bioinformatics (ICBBB 2020)

令和2年12月20日（オンライン）
Shanghai-Kyoto Chemistry Forum 2020

令和3年6月27～7月1日（京都）
Aquantic Virus Workshop 10

令和3年2月24～25日（オンライン）
Asian Chemical Biolgy Initiative 2021 Online Meeting

化学研究所が主催、もしくは化学研究所の教員が世話役を務めたもの
（ICR Annual Reportより、過去3年分）国際学会・シンポジウム・講演会

所属機関所在国

台湾

ドイツ

日本

ハンガリー

合計

人数

1

2

1

1

5

外国人共同研究者 令和4年5月1日現在

所属機関所在国

ドイツ

合計

人数

2

2

招へい外国人学者 令和4年5月1日現在

人数

59

外国人留学生

合計

外国人留学生 令和4年5月1日現在

外国人留学生出身国の詳細はP12参照
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国名 締結年月日協定校（機関）名 国名 締結年月日協定校（機関）名

計29件

昭和59年～平成20年                       計37件

合計66件

ベトナム
社会主義共和国 平成30年6月25日

ベトナム国家大学ハノイ校工科大学情報技術学科
Faculty Information Technology, University of Engineering 
and Technology, Vietnam National University, Hanoi

台湾 令和元年10月7日
国立交通大学生物科技学院
College of Biological Science and Technology, 
National Chiao Tung University

ルーマニア 平成28年8月24日
国立ホリアフルベイ物理原子力研究所
The Horia Hulubei National Institute of Physics and
Nuclear Engineering

アメリカ合衆国 平成28年3月7日
ノートルダム大学化学および生物化学科
Department of Chemistry and Biochemistry,
University of Notre Dame du Lac

アメリカ合衆国 平成27年11月11日
マイアミ大学化学科
Chemistry Department, University of Miami

フランス共和国 平成27年2月3日モンペリエ第2大学シャルル・ジェラール研究所
Institut Charles Gerhardt, University of Montpellier 2

台湾 平成26年5月30日
国立台湾大学材料科学與工程学科
Department of Materials Science and
Engineering, National Taiwan University

台湾 平成26年4月4日
国立台湾大学凝縮物質科学研究センター
Center for Condensed Matter Sciences,
National Taiwan University

台湾 平成26年3月18日
国立台湾大学化学科
Department of Chemistry, National Taiwan University

ドイツ
連邦共和国 平成26年2月27日

ボン大学無機化学研究所
Institut für Anorganische Chemie, Universität Bonn

英国 平成24年10月11日
ダラム大学科学学部
Faculty of Science, Durham University

中華人民共和国 平成23年9月24日
九江学院化学・環境工学部
Faculty of Chemical and Environmental Engineering,
Jiujiang University

ベンクル大学教育科学部
Faculty of Teaching and Education Science,
Universitas Bengkulu

インドネシア
共和国

平成23年6月6日

ハノイ薬科大学
Hanoi University of Pharmacy

ベトナム
社会主義共和国 平成23年3月17日

フィリピン
共和国

平成30年2月1日
サントトーマス大学
University of Santo Tomas

エジンバラ大学極限条件科学センター
Centre for Science at Extreme Conditions,
The University of Edinburgh

英国 平成23年2月23日

カレル大学理学研究科
Faculty of Science, Charles University in Prague

チェコ共和国 平成23年2月2日

慶北大学校高分子科学および工学部
Department of Polymer Science and Engineering,
Kyungpook National University

大韓民国 平成22年12月2日

バスク大学物質物理学科
Departamento de Fisica de Materiales,
Universidad del Pais Vasco Upv/Ehu

スペイン 平成22年10月1日

アイスランド大学物理科学研究所
Institute of Physical Sciences, University of Iceland

アイスランド
共和国

平成22年9月16日

国立成功大学電機情報学院
College of Electrical Engineering and Computer Science,
National Cheng Kung University

台湾 平成22年8月26日

リンシェーピン大学
Linköping University

スウェーデン
王国

平成21年11月16日

香港中文大学化学系
Department of Chemistry,
The Chinese University of Hong Kong

中華人民共和国 平成21年11月12日

復旦大学知的情報処理研究所
Shanghai Key Lab of Intelligent Information Processing,
Fudan University

中華人民共和国 平成21年3月12日

レンヌ第一大学材料構造特性研究部
Unité Formation de Recherche-Structure et
Propriétés de la Matiére, Université de Rennes 1

フランス共和国 平成21年3月6日

中国科学院プロセス工学研究所
Institute of Process Engineering,
Chinese Academy of Sciences

中華人民共和国 平成21年3月5日

欧州連合高等教育交流計画
European Master in Materials Science
Exploring Large Scale Facilities

フランス共和国 平成21年2月28日

チェンマイ大学理学部 
Faculty of Science, Chiang Mai University

タイ王国 平成21年1月27日

モンゴル国 令和3年6月21日
モンゴル国立大学文理学部自然科学科
The Division of Natural Science, School of Arts and 
Sciences, National University of Mongolia

国際共同利用・共同研究拠点では、グローバルな最先端研究・教育と国際連携を支える研究者の育成・開拓をめざし、化学研究所に所属する若手研究者
の国際短期派遣、ならびに、化学研究所教員をホストとする海外若手研究者の短期受入を柔軟かつ機動的に支援しています。令和3年度は、世界的な新型
コロナウイルス感染拡大のため、本事業は自粛せざるを得ませんでした。令和4年度は、例年より多くの化学研究所若手研究者の国際短期派遣、ならびに、
海外若手研究者の国際短期受入を支援する予定にしています。



社会活動 化学研究所は科学の振興をめざし、
最先端科学の研究を社会に向けて広く発信しています。

一般公開（研究所見学等）

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
文部科学省からSSHに指定されている近隣の中
学校・高等学校を対象に、出張講義・研究所見学・
研究体験を行い、若い科学技術系人材の育成に
協力しています。

宇治キャンパス公開

宇治キャンパスで展開されている研究活動を紹介することを目的として、宇治キャンパス内の4研究所と大学院各研究科
などが合同で行う行事です。化学研究所は公開ラボや講演会を開催し、最先端の研究をデモ実験を交えて紹介しています。
令和3年度は「バーチャル宇治キャンパス公開2021」としてWEB開催されました。

企業との交流（研究所見学・講演等）

宇治キャンパス産学交流会

京都大学宇治キャンパス産学交流会は4研究所（エネルギー理工学研究所、生存
圏研究所、防災研究所、化学研究所）と京都府南部にある企業との交流を目的と
して、年4回行われています（主催：京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡
会・京都府中小企業技術センター・公益財団法人京都産業21、共催：京都やまし
ろ企業オンリーワン倶楽部）。各研究所からの最先端研究に関する講演と施設見
学、及び会員企業からの技術紹介が行われ、最新の技術や市場動向についての情
報交換を通して、研究者間での多くの交流が図られています。

企業との共同研究活動例

バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部門の設立
̶京都大学と株式会社ダイセルは、自然と共生する循環炭素社会の実現、地域活性化、新産業創出を目的とした、包括的研究連携協定を令和3年10月8日に締結しました̶

2月11日 宇治市立黄檗中学校
宇治市との連携事業「再生可能エネルギーである太陽光発電についての特別授業」

4月16日 大阪府立天王寺高等学校
講演会「塗って作れる太陽電池：ペロブスカイト太陽電池の研究の最前線」

12月17日 京都府立洛北高等学校附属中学校
洛北サイエンス特別講義「アトムへのアプローチ」

化学の啓発活動

産官学連携

アウトリーチ活動例（令和3年 出張講義・講演）

本協定のもと、バイオマスの新しい変換プロセス「新バイオマスプロダクト
ツリー」実現に向けた研究開発と持続的循環利用を共通テーマとした基礎
研究と研究成果の社会への還元を目指し、大学院農学研究科、大学院人
間・環境学研究科、生存圏研究所とエネルギー理工学研究所および化学研
究所の5部局とダイセル社で共同研究が進められています。また京都大学
宇治キャンパス内に、生存圏研究所、化学研究所、エネルギー理工学研究
所とダイセルとの共同ラボ「バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部
門」が設置・運営されています。同部門では、産学を問わず国内外の多様な
分野から優秀な人材が集い、学術分野、産業界、地域を繋ぐハブとして機能
することを目指します。バイオマスの新しい付加価値創成を通して、持続的
で豊かな社会の創成に取り組みます。

共同研究

合計

民間企業等との共同研究数 令和3年度

令和3年度

研究員

合計

件数

39

人数

25

民間等共同研究員

http://www.iae.kyoto-u.ac.jp/BiomassPT/
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講演会「塗って作れる太陽電池：ペロブスカイト太陽電池の研究の最前線」

12月17日 京都府立洛北高等学校附属中学校
洛北サイエンス特別講義「アトムへのアプローチ」

化学の啓発活動

産官学連携

アウトリーチ活動例（令和3年 出張講義・講演）

本協定のもと、バイオマスの新しい変換プロセス「新バイオマスプロダクト
ツリー」実現に向けた研究開発と持続的循環利用を共通テーマとした基礎
研究と研究成果の社会への還元を目指し、大学院農学研究科、大学院人
間・環境学研究科、生存圏研究所とエネルギー理工学研究所および化学研
究所の5部局とダイセル社で共同研究が進められています。また京都大学
宇治キャンパス内に、生存圏研究所、化学研究所、エネルギー理工学研究
所とダイセルとの共同ラボ「バイオマスプロダクトツリー産学共同研究部
門」が設置・運営されています。同部門では、産学を問わず国内外の多様な
分野から優秀な人材が集い、学術分野、産業界、地域を繋ぐハブとして機能
することを目指します。バイオマスの新しい付加価値創成を通して、持続的
で豊かな社会の創成に取り組みます。

共同研究

合計

民間企業等との共同研究数 令和3年度

令和3年度

研究員

合計

件数

39

人数

25

民間等共同研究員

Social Activities

過去4年間
（令和4年7月1日現在）

氏名 賞の名称� （研究領域順）

2022年度

廣瀨 崇至 令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞
小野 輝男 令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞（研究部門）
高野 祥太朗 プラズマ分光分析研究会 奨励賞
若宮 淳志
金光 義彦 令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞（研究部門） 

島川 祐一 英国王立化学会 Fellow of Royal Society of Chemistry 
(FRSC)

2021年度

時任 宣博 第74回日本化学会賞

廣瀨 崇至 英国王立化学会 Outstanding Reviewer for Chemical 
Communications in 2020

上田 善弘 天然物化学談話会 奨励賞
辻井 敬亘 粉体粉末冶金協会 第39回技術進歩賞
小野 輝男 日本磁気学会業績賞
塩田 陽一 令和3年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞
久富 隆佑 第38回井上研究奨励賞
宗林 由樹 日本地球化学会 学会賞
宗林 由樹 2021年度日本分析化学会 学会賞
若宮 淳志
金光 義彦 市村地球環境学術賞 貢献賞（公益社団法人市村清新技術財団）

TRUONG, 
Minh Anh 日本太陽光発電学会 Innovative PV 奨励賞

TRUONG, 
Minh Anh 有機合成化学協会 富士フィルム和光純薬研究企画賞

島川 祐一 矢崎科学技術振興記念財団 矢崎学術賞 功績賞
金光 義彦 アメリカ物理学会 Outstanding Referee表彰
田原 弘量 令和3年度花王科学奨励賞
金久 　實 Highly Cited Researcher 2021

2020年度

廣瀨 崇至 第20回（2020年）光化学協会奨励賞
HERBSCHLEB, 
David Ernst 第33回ダイヤモンドシンポジウム優秀講演賞

小野 輝男 応用物理学会 フェロー表彰
二木 史朗 2020 Highly Cited Review Award for CPB
山口 信次郎 Highly Cited Researcher 2020
長谷川 健 日本分析化学会 学会賞
若宮 淳志 日本化学会 第38回学術賞 
若宮 淳志
金光 義彦 第19回（2019年度）GSC賞 文部科学大臣賞

田原 弘量 日本物理学会 第15回若手奨励賞

2019年度

時任 宣博 第8回ケイ素化学協会 協会賞
水畑 吉行 第17回（2019年度）有機合成化学協会関西支部賞
廣瀨 崇至 Publons Peer Review Awards 2019
廣瀨 崇至 Thieme Chemistry Journals Award 2020
上田 善弘 日本化学会 第99春季年会（2019）優秀講演賞（学術）
上田 善弘 2020年度日本薬学会奨励賞
榊原 圭太 セルロース学会 奨励賞
山子 　茂 2018年度高分子学会賞
小野 輝男 第18回APEX/JJAP編集貢献賞
二木 史朗 ハンガリー科学アカデミー 名誉会員
二木 史朗 2019 Highly Cited Review Award for CPB
二木 史朗 2020年度日本薬学会賞
山口 信次郎 The Olchemim Award 2019
山口 信次郎 Highly Cited Researcher 2019
宗林 由樹 第12回（令和元年）海洋立国推進功労者表彰（内閣総理大臣賞）
下赤 卓史 日本分光学会賞（奨励賞）
下赤 卓史 2019年度日本分析化学会 奨励賞
登阪 雅聡 平成30年度繊維学会論文賞

若宮 淳志 第4回 Yoshida Prize Symposium Lecturer (Distinguished 
Lecturer)

中村 正治 令和元年度（第12回）有機合成化学協会企業冠賞 日産化学・有機
合成新反応／手法賞

PINCELLA, 
Francesca 日本化学会 第99春季年会（2019）優秀講演賞（学術）

AMANO PATINO, 
Midori Estefani 日本化学会 第99春季年会（2019）優秀講演賞（学術）

金光 義彦 第48回加藤記念賞
田原 弘量 第32回安藤博記念学術奨励賞

概要

広報誌「黄檗」

紹介パンフレット 和文

アニュアルレポート

紹介パンフレット 英文

化研ナビはやわかりGUIDE

ホームページ
https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/

科研費 産学連携等
研究費

その他
補助金

人件費
（運営費交付金）

物件費
（運営費交付金） 寄附金 合計

※間接経費を除く（単位：千円）

（　）は外数で客員教員数を表す

27 16 4 37 7 3 10 12 116 26 44 70 186

（4） （4） （8） （8）

教授 准教授 講師 助教 技術
職員他

特定
准教授

特定
助教

特定
研究員 小計 その他

研究員
その他
職員 小計 合計

令和4年5月1日現在

17 19 2611707

研究生 研修員 小計 学振特別
研究員（PD） 受託研究員 民間等

共同研究員 小計 合計

令和4年5月1日現在

（　）は内数で外国人留学生を表す

令和4年5月1日現在

〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄　Tel：0774-38-3344　Fax：0774-38-3014
E-mail：koho@scl.kyoto-u.ac.jp　Url：https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/

京都大学化学研究所
共同研究棟の竣工

9研究大部門
2附属施設に改組

スーパーコンピュー
ター・ラボラトリー
の設置

電子線分光型超高分解能
電子顕微鏡の完成

原子核科学研究施設が
宇治市五ケ庄に移転

イオン線形加速器実験棟の竣工

生物工学
ラボラトリーの設置

核酸情報解析棟の竣工

核酸情報解析施設の設置

微生物培養実験室、
中央電子計算機室の
設置

極低温物性化学
実験室の竣工

宇治市五ケ庄に超高圧
電子顕微鏡室を竣工

化学研究所が統合移転

研究所が部門制により
19研究部門となる

京都市左京区粟田口鳥
居町（蹴上地区）に原子
核科学研究施設の設置

文部省通達により
大学院学生の受入
れが制度化される

化学研究所が京都大学に附置
され「京都大学化学研究所」と
呼称される

大阪府高槻
市に研究所
本館が竣工

化学研究所官制が
公布される

「化学に関する
特殊事項の学理
及び応用の研究」
を開始

「化学」を基軸として多様な「科学」の真理を90年以上にわたり追い求めてきた京都大学化学研究所

動的核偏極核磁気共鳴
（DNP-NMR）装置を導入

第2期「化学関連分野の深化・
連携を基軸とする先端・学際
研究拠点」が活動開始
元素科学国際研究センター
を改組

モノクロメータ搭載
原子分解能分析電子
顕微鏡を導入

寄附研究部門ナノ界面光機能
（住友電工グループ社会貢献基金）
研究部門の設置
バイオインフォマティクスセンター
を改組

第1期「化学関連分野の深化・連携を基軸と
する先端・学際研究拠点」が活動開始
（共同利用・共同研究拠点に認定）
研究所本館耐震改修工事完了

寄附研究部門
水化学エネルギー（AGC）
研究部門の設置

「碧水会」
（同窓会）の発足

レーザー科学棟の竣工

5研究系3センター体制に改組
先端ビームナノ科学センターの
設置総合研究実験棟の竣工

9研究大部門3附属施設
となる
元素科学国際研究センター
の設置

寄附研究部門
プロテオームインフォ
マティクス（日本SGI）
研究部門の設置

バイオインフォマティクス
センターの設置

事務部が宇治地区
事務部に統合

社会との関係教  育研  究

1999199219891988198519831981197519711968196419621949192919262017

第1期「化学関連分野の
深化・連携を基軸とする
先端・学際グローバル
研究拠点」が活動開始
（国際共同利用・
共同研究拠点に認定）

2018

第2期「化学関連分野の
深化・連携を基軸とする
先端・学際グローバル
研究拠点」が活動開始

2022201620132011201020092007200520042003200220012000

所長（第35代）

青山 卓史
AOYAMA Takashi

　化学研究所（化研）は、京都大学で最初の附置研究所として
1926年に設立されました。以来、その設立理念「化学に関する
特殊事項の学理および応用の研究を掌る」を堅持しつつ、化学
を中心に物理から生物、情報学に及ぶ広い分野を取り込みなが
ら、基礎科学に重点を置く先駆的・横断的研究を進めてきまし
た。現在、専任教員約90名からなる30研究領域が、物質創製化
学、材料機能化学、生体機能化学、環境物質化学、複合基盤化学
の5研究系と先端ビームナノ科学、元素科学国際研究、バイオイ
ンフォマティクスの3附属センターに組織されて、多彩な研究を
展開しています。教育面においては、それぞれの研究領域が本
学の理学、工学、農学、薬学、医学、情報学の6研究科11専攻に
所属し、留学生約60名を含む大学院生約200名の研究指導を
行うとともに、学部教育や全学共通教育にも貢献しています。
　化研では、化学関連分野を深耕する国際的ハブとなる「国際
共同利用・共同研究拠点」（化学関連分野の深化・連携を基軸と
する先端・学際グローバル研究拠点：平成30年度文部科学省認
定）や「オンサイトラボラトリー」（京都大学上海ラボ：令和元年
度京都大学認定）などの活動を通じて、国際共同研究の一層の
促進、国際学術ネットワークの充実、国際的視野をもつ若手研
究者の育成に取り組んでいます。国内および学内においては、大
学間連携事業「統合物質創製化学研究推進機構」、次世代加速
器研究における理研との連携、京都大学研究連携基盤のもとで
展開される「未踏科学研究ユニット」（持続可能社会創造ユニッ
ト）などにも参画しています。令和3年度には「京都大学スピント
ロニクス学術連携研究教育センター」を設置し、スピントロニク
スを核とした異分野横断型の国際的学術連携ネットワークの構
築を目指しています。

　本年度は、国立大学法人としての第4期、および国際共同利
用・共同研究拠点としての第2期の初年度となります。これまで
に培った国内外の連携ネットワークを基盤として、個々の研究
の先鋭化、横断的研究の融合、創造的新分野の開拓を加速させ
るスタートの年と位置付けます。一方、化研のさらなる発展のた
めには避けて通れない課題である、女性教員比率の向上、次世
代若手研究者の育成、時宜に応じた組織再編の検討については
逸早く取り組まなければなりません。中長期的目標を議論しつ
つ、現行体制とのバランスを図りながら、着実に歩みを進める1
年にしたいと考えています。
　我々を取り巻く世界は今まさに転換期を迎えており、経済成
長は地球温暖化や社会的格差の拡大などの様々な問題を顕在
化させています。新型コロナウイルス感染症では多くの方が亡く
なり、社会全体が深刻なダメージを負いました。これらの問題を
克服し、持続的発展へと繋げるために、科学・技術は最も頼るべ
き存在として、確かな希望の光であり続けなければなりません。
化研では、化学分野を中心とした先駆的・横断的研究を通じて、
学理の探求のみならず社会の持続的発展に資するよう、梶弘
典、栗原達夫の両副所長、小野輝男国際共同研究ステーション
長をはじめ教職員全員の力を結集して挑戦を続けていきます。
科学・技術の最先端を切り拓く化研からの情報発信にご注目い
ただくとともに、今後とも皆様のご理解とご支援をよろしくお願
い申し上げます。

2022年4月

化学研究所の理念
化学研究所は、その設立理念「化学に関する特殊事項の学理及び応用の研究」を継承しつつ、自由と自主および調
和を基礎に、化学に関する多様な根元的課題の解決に挑戦し、京都大学の基幹組織の一つとして地球社会の調
和ある共存に貢献する。

化学を物質研究の広い領域として捉え、
基礎的研究に重きを置くことにより物質
についての真理を究明するとともに、時代
の要請にも柔軟かつ積極的に対応するこ
とにより地球社会の課題解決に貢献する。
これにより、世界的に卓越した化学研究拠
点の形成とその調和ある発展を目指す。

卓越した総合的化学研究拠点としての特
長を活かした研究教育を実践することに
より、広い視野と高度の課題解決能力をも
ち、地球社会の調和ある共存に指導的寄
与をなしうる人材を育成する。

化学を研究、教育する独自の立場から、日
本および地域の社会との交流を深め、広
範な社会貢献に努める。また、世界の研究
拠点・研究者との積極的な交流をとおして
地球社会の課題解決に貢献する。他方、自
己点検と情報の整理・公開により、社会に
対する説明責任を果たす。

1,314,938 954,627 629,078 592,839 32,472 53,595 3,577,549令和2年度

1,339,177

1,334,235

1,329,099

1,037,906

956,624

943,980

707,300

579,600

468,700

565,269

538,481

542,294

10,912

23,230

27,366

47,707

71,400

89,665

3,708,271

3,503,570

3,401,104

令和3年度

平成29年度

平成30年度

1,350,382 1,097,947 565,600 464,769 31,251 84,003 3,593,952令和元年度

ごあいさつ

Preface

経費

人員構成

化学関連分野の深化・連携を基軸とする
先端・学際グローバル研究拠点形成
化学研究所の国際共同利用・共同研究拠点としてのプロジェクト
部局責任者  青山 卓史　　　期間  令和4～9年度

ミッション実現加速化経費

学際統合物質科学研究機構の設立
名古屋大学物質科学国際研究センター、北海道大学触媒科学研究所、
九州大学先導物質化学研究所との共同プロジェクト
部局責任者  島川 祐一　　　期間  令和４～９年度

京都大学研究連携基盤 持続可能社会創造ユニット
ユニット長  長谷川 健　　運営ディレクター  中村 正治

京都大学学際融合教育研究推進センター
統合複雑系科学国際研究ユニット
化研の参画メンバー  馬見塚 拓

「スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク」拠点の整備
東京大学、慶應義塾大学、東北大学、大阪大学との共同プロジェクト
部局責任者  小野 輝男　　　期間  令和４～９年度

教職員数

研究生・研修員・受託研究員等

大学院学生数（各研究科）

修士課程

博士課程

合計

理学 工学 農学 薬学 医学 情報学 合計

45
（8）

36
（16）

81
(24)

8

9
（1）

17
（1）

5
（4）

5
（3）

10
（7）

0

9
（5）

9
（5）

114
（22）

81
（37）

195
（59）

7
（1）

4
（3）

11
（4）

49
（9）

18
（9）

67
（18）

沿革

特別推進研究
ナノ物質科学と強電場非線形光学の融合によるフォトニクスの新展開
研究代表者  金光 義彦　　　期間  令和元～5年度

学術変革領域研究(A)
動的エキシトン解析に基づく材料設計とその応用
研究代表者  梶 弘典　　　　期間  令和2～6年度

基盤研究(S)
ナノ元素置換科学：ナノ結晶相の構造変換と新奇機能開拓
研究代表者  寺西 利治　　　期間  令和元～5年度

重いアリールアニオンが拓く新しい典型元素化学と材料化学
研究代表者  時任 宣博　　　期間  令和元～5年度

フェリ磁性スピントロニクスの学理構築とデバイス展開
研究代表者  小野 輝男　　　期間  令和2～6年度

構造が制御された超分岐高分子を基盤とする次世代高分子材料の開発
研究代表者  山子 茂　　　　期間  令和3～7年度

受託研究事業

主な研究プロジェクト 令和4年5月現在 京都大学他部局との連携（抜粋）

期間 : 2018 - 2021年度

国内他研究機関国内他大学

国外大学・研究機関

共同研究の
方針決定・運営

整備・管理 利用

利用

支援

支援

支援

整備・管理

客員教員招へい
共同研究員招へい

共同研究
オープン・ラボ

国際共同研究ステーション
拠点における共同研究の中核
設備、資料、ハブ環境の提供

化学関連
コミュニティ
研究者

運営評議会
国際諮問委員会
共同研究委員会
共同研究
　専門小委員会

共通施設
共通機器

客員研究領域
(国内/国外)

5 研究系
3 センター

共同研究推進室
(専任機関研究員・事務職員)

国際共同研究ステーション
(ハブ機能)(ハブ機能)

学理の探求・長期的人材育成
化学研究のグローバルな連携

共通施設・
機器管理室
(専任技術職員)

化学研究所

連携/
共同研究

連携/
共同研究

国内外の研究連携促進
化学基盤・学際分野の開拓

期間：第2期 2022-2027年度

京都大学化学研究所

科学研究費助成事業―科研費―

その他の受託研究など
AMED創薬基盤推進研究事業 ………… 1件
JST関連事業 …………………………… 15件
NEDO関連事業 ………………………… 2件

文部科学省 関連事業 …………………… 4件
JSPS関連事業 …………………………… 3件
民間との共同研究……………………… 36件

新学術領域研究（研究領域提案型）……… 2件
学術変革領域研究（A）…………………… 2件
学術変革領域研究（B）…………………… 2件
基盤研究（A）…………………………… 12件
基盤研究（B）…………………………… 18件
基盤研究（C）…………………………… 14件

挑戦的研究（開拓）………………………… 5件
挑戦的研究（萌芽）………………………… 5件
若手研究………………………………… 17件
研究活動スタート支援 …………………… 2件
特別研究員奨励費……………………… 17件
研究成果公開促進費（データベース）…… 1件

その他の科学研究費助成事業

マテリアル先端リサーチインフラ事業
マルチマテリアル化技術・次世代高分子マテリアル領域
部局責任者  倉田 博基　　　期間  令和3～12年度

文部科学省

グリーンイノベーション基金事業
設置自由度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発
実施責任者  若宮 淳志　　　期間  令和3～7年度

NEDO

創発的研究支援事業
ナノ結晶の自己集積化による構造特異的反応場の構築
研究代表者  猿山 雅亮　　　期間  令和4～6年度

JST

未来社会創造事業
SnからなるPbフリーペロブスカイト太陽電池の開発
研究代表者  若宮 淳志　　　期間  令和4～8年度

JST

戦略的創造研究推進事業（CREST）
細胞外微粒子の細胞内運命の解析と制御
研究代表者  二木 史朗　　　期間  平成30～令和5年度

JST

金属配列による電子伝達ネットワーク形成と触媒機能開拓
研究代表者  大木 靖弘　　　期間  令和3～8年度

戦略的創造研究推進事業（さきがけ）
古典－量子をつなぐNV量子スピントロニクスの基盤技術の開発
研究代表者  森下 弘樹　　　期間  令和3～6年度

JST

研究成果展開事業（A-STEP）
濃厚ポリマーブラシ(CPB)付与による高性能摺動部品の開発と装置への応用
研究代表者  辻井 敬亘　　　期間  令和2～4年度

JST

京滋
バイパス

第
二
京
阪
道
路

〈電車でのアクセス〉
● 京阪宇治線「黄檗駅」下車、徒歩約10分
（中書島→黄檗  所要時間約10分）
● ＪＲ奈良線「黄檗駅」下車、徒歩約７分
（京都→黄檗  所要時間約20分）

〈車でのアクセス〉
● 京都南インターチェンジから  約20分
● 宇治東インターチェンジから  約10分
● 宇治西インターチェンジから  約10分

Web Twitter YouTube

Bioinformatics 
Center founded.

Laser Science Laboratory 
completed.

ICR Administration 
Department
merged with Uji 
Administration Office.

Established ICR 
alumni association 
named “Hekisuikai.” 

Endowed Research Section of 
Water Chemistry Energy (AGC) 
established. 
(Closed in March, 2012.)

Research Education Outreach

period : 2018-2021

Research Institutes
in Japan

Universities
in Japan

Overseas Universities/
Research Institutes

  • 

management
of iJRS

maintenance use

use

support

support

support

maintenance

Invitation of
visiting professors/researchers

Open Laboratories
for joint researchers

International Joint Research Station (iJRS)

Researchers
in communities of

chemistry and
the related fields

Committees for
core operation
joint research operations
joint research subjects

Common-use
equipments &

facilities

Division of visiting
professors/researchers
(international/domestic)

5 ICR-divisions 
3 ICR-centers 

Head office for
driving cooperative

joint researches
(dedicated faculty members

 & administrative staffs) 

Hub function of iJRSHub function of iJRS

global research collaborationglobal research collaboration
in chemistry and the related fieldsin chemistry and the related fields

     • inquiry into profound knowledgeinquiry into profound knowledge
  • long-term cultivation oflong-term cultivation of

human resourceshuman resources

Management office
for common-use

equipments & facilites
(dedicated staff members)

ICR

Global Frontier/Interdisciplinary Research Core in ICR 
for Deepening Investigation and Promoting Collaboration in Chemistry-oriented Fields 

joint research

joint research

We promote international/domestic collaboration 
to develop novel, basic/interdisciplinary fields in 
chemistry and the related scientific areas.

We offer equipments/facilities/databases,
human resources, and hub function. 

Endowed Research Section 
of Proteome Informatics 
(SGI Japan) established. 
(Closed in March, 2005.)

ICR reorganized into 9 research 
divisions and 3 satellite facilities.

International Research Center 
for Elements Science founded.

ICR reorganized into 5 research 
divisions and 3 centers.

Advanced Research Center for 
Beam Science established.

Uji Research Building completed.

First term of a Joint Usage / Research 
Center started.

Seismic retrofit of the main building 
completed. 

Monochromated Atomic 
Resolution Analytical Electron 
Microscope introduced.

Dynamic Nuclear 
Polarization-enhanced NMR 
(DNP-NMR) Systems introduced.

First term of an 
International Joint 
Usage / Research 
Center started.

Second term of an 
International Joint 
Usage / Research 
Center started.

Endowed Research Section of 
Nano-Interface Photonics (SEI 
group CSR Foundation) established. 
(closed in March, 2015.)

Bioinformatics Center reorganized.

Second term of a Joint Usage / 
Research Center started.

International Research Center for 
Elements Science reorganized.

Our Mission
The founding philosophy of the ICR is to “excel in the investigation of the basic principles of chemistry and their 
applications,” and the core values of its research lie both in independence and integration. Following this philosophy 
and core values, the ICR is dedicated to solving global chemical challenges to benefit society.

Our research is based on examining 
fundamental questions about the wide 
field of chemistry with a viewpoint 
that considers how answering these 
questions will contribute to solving 
ever-changing global challenges.

Providing excellent research opportunities 
in a world-class environment, we train 
our people to have high-level problem 
solving skills and leadership skills to 
globally push forward the field of 
chemistry. Our success comes from the 
success of our students becoming top 
scientists in chemistry.

As researchers and educators of chemistry, we 
endeavor to deepen our exchanges with local 
communities and Japan as a whole. At the same 
time, we actively work with international researchers 
and institutions to solve global problems. By joining 
the ICR, researchers have the accountability to the 
public and the opportunity to work closely with 
leading scientists around the world.

ICR affiliated to 
Kyoto University.

Low-Temperature
Laboratory completed.

Started to accept 
graduate school 
students. Research Facility 

of Nucleic Acids 
completed.

Biotechnology 
Laboratory completed.

Nucleic Acid 
Research Building 
completed.

Main Building of ICR 
completed in Takatsuki, 
Osaka.

For over 90 years, ICR has been striving to uncover the truth of chemistry and answer frontier quests.

199919921989198819851983198119751971196819641962194919291926

Director

AOYAMA, Takashi

　The Institute for Chemical Research (ICR) was founded in 1926 

as the first research institute of Kyoto University. Our founding 

vision is to “excel in the investigation of the basic principles of 

chemistry and their applications.” ICR has promoted pioneering 

studies with a focus on basic sciences ever since, branching out to 

include research in physics, biology, and informatics as well as 

chemistry. Our staff include 120 faculty members, 200 graduate 

students including 60 from foreign countries, and 60 researchers. 

These scientists are grouped into 30 laboratories divided into five 

research divisions̶Synthetic Chemistry, Materials Chemistry, 

Biochemistry, Environmental Chemistry, and Multidisciplinary 

Chemistry̶and three research centers̶Advanced Research 

Center for Beam Science, International Research Center for 

Elements Science, and Bioinformatics Center. The laboratories 

are diversely affiliated with the graduate schools of science, 

engineering, agriculture, pharmaceutical sciences, medicine, and 

informatics.

ICR collaborates with other research institutions as a key member 

of MEXT Inter-University Collaborative Project “Integrated Consor-

tium on Chemical Synthesis”, MEXT Large-scale Scientific Research 

Project "Spintronics Research Network of Japan", and the Kyoto 

University Research Coordination Alliance. We have also been 

engaged in over 60 international collaborations with overseas 

universities and research institutions. In 2018, based on our 

strong global activity in chemistry-oriented fields, ICR was 

certified by MEXT as an International Joint Usage/Research 

Center. The following year, in 2019, we established an On-site 

Laboratory, the “Kyoto University Shanghai Lab” in Shanghai, 

China under the MEXT’s Designated National University program. 

To foster and secure young researchers we have initiated several 

programs to support research and graduate education, including an 

in-house annual grant system, “ICR Grant for Promoting Integrated 

Research.” These collaborative achievements highlight our 

commitment to promoting ICR as a global research core in chemis-

try-oriented fields.

Our institute maintains a high level of social awareness. The 

environment surrounding us is now experiencing a wave of 

changes. The growing economy has exposed various worldwide 

problems including global warming and growing social inequity, 

while COVID-19 has taken millions of lives. For a sustainable and 

just society, science and technology must become a credible 

beacon of light. ICR contributes towards this goal by providing 

leadership and expertise in scientific research, promoting 

multidisciplinary, chemistry-related communities, and develop-

ing new and technologically important innovations.

  Thank you for your interest in ICR and our ongoing efforts to 

furture science and technology at Kyoto University and around 

the world. We appreciate your continued encouragement and 

support.

April 2022

ICR founded to “excel 
in the investigation of 
the basic principles of 
chemistry and their 
applications.”

ICR divided into 19 research
divisions.

Nuclear Science Research 
Facility founded in Awataguchi, 
Sakyo-ku, Kyoto.

Nuclear Science Research
Facility relocated to Gokasho.

Accelerator Laboratory and
Research Building completed.

High-Voltage High-resolution 
Electron Spectromicroscope 
completed.

Joint Research
Laboratory Building
completed.

ICR reorganized 
into 9 research
divisions and 
2 satellite facilities.

Supercomputer 
Laboratory was
completed.

High-Voltage Electron Microscopy
Building completed in Gokasho.

ICR relocated to Gokasho, the present
location of the institute.

Biotechnology 
Laboratory
and Central Computer
Facility completed.

Human Resource in ICR
Faculty Numbers in( )Represent Visiting Professors.

* PS：Program Specific　** Including Researchers from Abroad　As of May 1, 2022

27

Professor AssociateProfessor
Senior
Lecturer

** **Assistant
Professor

Technical
Staff

PS*
Associate
Professor

PS* **
Assistant
Professor

PS* **
Researcher Sub-total Sub-total**Researcher Other

Staff Total

16 4 37 7 3 10 12 116 26 44 70 186

（4） （4） （8） （8）

Cumulative Total of Overseas Visitors from 2017 to 2021

Croatia
1

Overseas Visitors from 2017 to 2021
34 countries, 326 people

Israel
1

Greece
1

Brunei
1

Korea, R.
15

Australia
12 New Zealand

1

USA
35

Taiwan
27

France
31 

Germany
37

UK
24

China, P.R.
50

Romania
3

Philippines
7

Thailand
13

India
10

Graduate Students from Abroad
China, P.R. Egypt

Korea, R.India Iran

44

1

1

1

Mongolia

Thailand UK

1

1

1Philippines

2

Hong Kong 2

2

21 Vietnam

Taiwan
59

As of May 1, 2022

Total

Numbers in( )Represent Students from Abroad.Graduate Students

49
（9）

7
（1）

8 5
（4）

0 114
（22）

45
（8）

18
（9）

4
（3）

9
（1）

5
（3）

9
（5）

81
（37）

36
（16）

67
（18）

11
（4）

17
（1）

10
（7）

9
（5）

195
（59）

81
（24）

As of May 1, 2022

Science Engineering Agriculture Medicine Informatics Total

Total

Doctoral
Course

Master’s
Course

Pharmaceutical
Science

Research Students, Fellows, and Associates

As of May 1, 2022

7 0 1 18 26

Research Student Research Fellow TotalPostdoctoral
Fellow of JSPS

Research
Associate

From Obaku Station on the 
JR Nara Line: 7 min on foot
(from Kyoto Station to 
Obaku Station: 20 min)

From Obaku Station on the 
Keihan Uji Line: 10 min on 
foot
(from Chushojima Station 
to Obaku Station: 10 min)

From Kyoto-Minami IC:
20 min by car

From Uji-Higashi IC:
10 min by car /
From Uji-Nishi IC:
10 min by car

●  

●

●  

●      

Austria
1

Ireland
2

Singapore
7Malaysia

2

Canada
5

Switzerland
3

Preface

History

Norway
1

Czech
3

Sweden
1

Italy
2

Vietnam
3

Mongolia
6

Mexico
2

CHALLENGE in CHEMISTRY

Access

10 150

Finland
2

Poland
2

Hungary
7

Spain
8

Researchers from Abroad

As of May 1, 2022

Denmark Germany 1Hungary1 14 Taiwan Total 7

アタリ

Twitter

アタリ

YouTube

アタリ

Web

https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/sites/icr/
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period : 2022–2027 (second term)
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TEL： 0774-38-3203　FAX： 0774-38-3209
E-mail： mizu@boc.kuicr.kyoto-u.ac.jp

※再雇用

准教授

助教

技術職員

水畑 吉行
行本 万里子
平野 敏子※

TEL： 0774-38-3190　FAX： 0774-38-3197
E-mail： ohmiya@scl.kyoto-u.ac.jp

新触媒・新反応・新機能を有機化学的な研究手法
で創りだし、創薬・生命科学研究の未来を切り拓
くことが目標です。最優先課題は、入手容易な炭
素資源から高い付加価値をもつ有機分子を最短
工程で組み上げていく有機合成プロセスの開発
に貢献するとともに、我々が手にできる有機分子
の多様性・複雑性を拡大していくことです。

教授 大宮 寛久
助教 上田 善弘

教授 寺西 利治
准教授

助教

特定准教授

特定助教

特定助教

坂本 雅典
髙畑 　遼※

猿山 雅亮
佐藤 良太
松本 憲志

※新分野開拓プロジェクト

令和4年5月1日



教授

助教

辻井 敬亘
黄瀬 雄司

教授

准教授

助教

技術専門職員

山子 　茂
登阪 雅聡
茅原 栄一
藤橋 明子



教授

助教

辻井 敬亘
黄瀬 雄司

教授

准教授

助教

技術専門職員

山子 　茂
登阪 雅聡
茅原 栄一
藤橋 明子

教授

助教

山口 信次郎
増口 　潔

教授

准教授

助教

特定准教授

二木 史朗
今西 未来
川口 祥正
廣瀨 久昭　

教授

准教授

助教

青山 卓史
柘植 知彦
加藤 真理子



※再雇用

教授

助教

助教

特定准教授

技術職員

技術専門職員

梶　 弘典
志津 功將
鈴木 克明
田中 啓之
大嶺 恭子※

前野 綾香



※再雇用

教授

助教

助教

特定准教授

技術職員

技術専門職員

梶　 弘典
志津 功將
鈴木 克明
田中 啓之
大嶺 恭子※

前野 綾香

高分子が有する複雑な階層構造やダイナミクスを
量子ビーム（X線散乱、中性子散乱、光散乱など）と
顕微鏡法（光学顕微鏡、電子顕微鏡、原子間力顕
微鏡など）を相補的に利用することで精密に解析
することで、地球環境のサステナビリティへ貢献す
る高分子実材料の機能性発現の解明を行い、学理
としては、高分子物理の未解決問題の解決を目標
として研究を行っている。従来の計測だけにとどま
らず、新規計測手法の利用や開発による、ゴム充填
系において形成される階層構造、ガラス状高分子
の延伸過程における延伸誘起密度揺らぎ、高分子
ブロック共重合体の誘導自己組織化などを主な研
究対象としている。

TEL： 0774-38-3134　FAX： 0774-38-3139
E-mail： matsmiya@scl.kyoto-u.ac.jp

准教授

助教

松宮 由実
佐藤 　健

特異な分子構造や元素の特性を巧みに利用した
独自の分子設計を切り口に、有機半導体化合物
群の合成と基礎特性評価を通して、それらの構造
-物性相関の解明に取り組んでいます。材料の薄
膜とそれらの界面を中心に、分子凝集構造と電
子・光物性との相関の解明の観点から、様々な分
光法を用いてその電子構造を捉え、付加価値の
高い有機半導体を創出するための指導原理を見
い出します。これらを基に、ペロブスカイト太陽電
池などに代表されるプリンタブル有機エレクトロ
ニクスデバイスの基盤材料開発へとつなげ、デバ
イスの高性能化にも挑戦します。



先端高強度レーザー光源の開発とそれを駆使した
レーザーと物質の相互作用の実験的研究を行って
いる。高強度中赤外固体レーザーやファイバー
レーザーの開発、高強度超短パルスレーザー生成
プラズマによる粒子加速や波長変換の研究、
ニュートリノ研究のためのレーザー同位体分離法
の開発、高強度レーザーを用いたダークマターの
探索など、高強度レーザー技術を基盤とした分野
横断の研究を推進している。

TEL： 0774-38-3290　FAX： 0774-38-4509
E-mail： tokita@laser.kuicr.kyoto-u.ac.jp

電子および重イオン蓄積リングにおける要素技
術の開発を行い、元素合成過程の解明や核物質
の状態方程式の確立に資する不安定原子核（RI）
構造の実験的研究を行う。電子蓄積リングと不安
定原子核標的を用いた電子弾性散乱実験による
RIの電荷密度分布、重イオン蓄積リングを用いた
稀少RI核構造の研究、および蓄積リングを利用
した次世代の不安定核研究を開拓するビームリ
サイクル技術の開発研究を進める。

教授 時田 茂樹



先端高強度レーザー光源の開発とそれを駆使した
レーザーと物質の相互作用の実験的研究を行って
いる。高強度中赤外固体レーザーやファイバー
レーザーの開発、高強度超短パルスレーザー生成
プラズマによる粒子加速や波長変換の研究、
ニュートリノ研究のためのレーザー同位体分離法
の開発、高強度レーザーを用いたダークマターの
探索など、高強度レーザー技術を基盤とした分野
横断の研究を推進している。

TEL： 0774-38-3290　FAX： 0774-38-4509
E-mail： tokita@laser.kuicr.kyoto-u.ac.jp

電子および重イオン蓄積リングにおける要素技
術の開発を行い、元素合成過程の解明や核物質
の状態方程式の確立に資する不安定原子核（RI）
構造の実験的研究を行う。電子蓄積リングと不安
定原子核標的を用いた電子弾性散乱実験による
RIの電荷密度分布、重イオン蓄積リングを用いた
稀少RI核構造の研究、および蓄積リングを利用
した次世代の不安定核研究を開拓するビームリ
サイクル技術の開発研究を進める。

教授 時田 茂樹 教授

准教授

助教

技術職員

島川 祐一
菅　 大介
後藤 真人
市川 能也

光学的手法を用いたナノサイエンスの展開とそれ
に基づく新物質設計・創成を目的として、空間分
解分光法、超高速レーザー分光法、およびテラヘ
ルツ分光による半導体ナノマテリアルの量子光物
性研究を行っている。特に、ペロブスカイト半導体
や原子層物質を中心とした新規物質の光学物性
解明を通して、カーボンニュートラル社会実現に
向けた光電変換現象などを主なテーマとして研究
を推進している。

教授

准教授

助教

特定助教

特定助教

特定助教

金光 義彦
廣理 英基
湯本 　郷※

関口 文哉
山田 琢允
林　 　寛

教授

講師

助教

特定助教

中村 正治
PINCELLA,
Francesca
磯﨑 勝弘
中川 由佳

教授

助教

助教

大木 靖弘
谷藤 一樹
檜垣 達也

※化学研究所附属元素科学国際
　研究センター光駆動量子動性
　研究プロジェクト



教授

助教

助教

助教

緒方 博之
遠藤 　寿
岡嵜 友輔
疋田 弘之※

※新分野開拓プロジェクト



教授

助教

助教

助教

緒方 博之
遠藤 　寿
岡嵜 友輔
疋田 弘之※

※新分野開拓プロジェクト

生体機能化学研究系
准教授

明治大学 農学部 准教授

瀬戸 義哉

物質創製化学研究系
准教授

大阪大学 大学院工学研究科 准教授

近藤 美欧

物質創製化学研究系
特任教授 時任 宣博

バイオインフォマティクスセンター
特任教授 金久　 實

元素科学国際研究センター
准教授

東京大学 大学院工学系研究科 准教授

鈴木 康介

複合基盤化学研究系
准教授

北海道大学 大学院工学研究院 応用化学部門 准教授

猪熊 泰英

先端ビームナノ科学センター

東北大学と理化学研究所の電子加速器を利用した
電子散乱測定により
1） 陽子の電荷半径測定
2） 短寿命不安定核の内部構造研究

を推進しています。先端ビームナノ科学センターに再
建される電子加速器での新しい原子核研究について
の議論を楽しみにしています。

バイオインフォマティクスセンター

RNAシーケンシングで得られた遺伝子発現データを
基に、1細胞レベルでの細胞集団のクラスタリングや細
胞種の推定、細胞系譜および遺伝子ネットワークの推
定などの情報解析について取り組んでおります。また、
機械学習に基づく物体追跡技術を応用して、生体イ
メージングで観察された遊走細胞の動態を解析する
研究を行っています。

教授 須田 利美　東北大学 電子光理学研究センター センター長 教授 松田 秀雄　大阪大学 大学院情報科学研究科 教授

材料機能化学研究系

生体軟組織のような優れた機能を持つソフトマターの
開発及びその機能を生み出す原理を物理的・化学的な
視点で解明することに取り組んでいます。最近、生体の
新陳代謝機能をヒントに、外部から力学刺激とモノマー
原料を与えると網目構造が更新するハイドロゲルの開
発に取り組んでいます。

教授 GONG, Jian Ping　北海道大学 大学院先端生命科学研究院 教授
環境物質化学研究系

微生物も群れて会話することで呼吸を制御すること
などを明らかにしてきました。そのような微生物の集
団（バイオフィルム）とCell-cell communication、さ
らにそれらに深く関与する細胞外膜小胞（メンブレン
ベシクル）の研究を進めることで、それらの理解ととも
に新しい微生物制御を探求しております。

教授 野村 暢彦　筑波大学 微生物サステナビリティ研究センター センター長

令和4年4月1日

特任教授





京都大学化学研究所　所長 青山 卓史
［広報委員会 概要担当編集委員]
上杉 志成（委員長）・ 水落 憲和（副委員長）
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